
                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

P〈校内組織を立ち上げて準備する〉 

①めざす児童の姿を共有する 

②園児の発達や学びの姿を理解する 

③スタートカリキュラムを編成する 

  

○入学時の児童の発達や学びの姿には個人差が

あることを把握する（幼児期の終わりまでに

育って欲しい姿～１０の姿～）※①へ（左下） 

○近隣の園と連携し，園での学び方・保育者の

指導の仕方を参考にする 

○単元配列表を作成，週の計画と時間配分を考

える（年，月）※②④へ（裏面） 

○生活科を中心とした他教科との合科的・関連

的な指導の工夫を図る ※③へ（裏面） 

D〈全校の協力体制のもと取り組む〉 

④学級担任だけでなく，全教職員で体制を組む 

⑤指導内容・指導方法・実施期間を整理する 

⑥安心できる学習環境を整える 

○発達の特性を生かし，具体的な活動や体験を

取り入れた授業を工夫する 

○園を参考に教室掲示の工夫をする 

C〈児童の姿・指導の在り方を振り返る〉 

⑦ねらいに沿っていたか，指導方法が適切だった

か，振り返る 

⑧学年の打合せ，職員会議等で，情報交換する 

○教職員全体で理解を図る       

○スタートカリキュラムについて，保護者の 

理解を得る 

 

A〈時期を捉えて反省・検証・改善する〉 

⑨長期休業後の学校生活の適応に向けて，夏休み明

けの児童への指導に改善点を生かす 

⑩スタートカリキュラムの改善のために，週案など

の資料をデータベース化し，共有する 

⑪1～3 月にかけて次年度のスタートカリキュラム

の改善を図る  

○児童の様子に合わせてスタートカリキュラム

の期間を決める       

○次年度，新担任が参考にできるよう，データ

として残し，引き継ぐ                

 

●スタートカリキュラムって必要なの？ 

●スタートカリキュラムって何を準備すればいいの？ 

・２０２０年度の小学校新学習指導要領全面実施においても，教育課程全体を 

視野に入れたスタートカリキュラムを編成しましょう。 

・まず，合科的・関連的な指導に生かせるよう，生活科を中心とした 

単元配列表を作成します。 

・そして，単元配列表を基に，週案を組み立てましょう。 

・全教職員によるスタートカリキュラムについての共通理解を図ることが 

必要です。 

・昨年度までのスタートカリキュラムをそのまま実践 

するのではなく，それを基に，新入児の実態に合った

カリキュラムに改善していきましょう。 

・誰が担任をしてもスムーズに取り組めるように， 

前年度中に準備しておくとよいでしょう。 

●昨年度までの週案があるけど使っていいの？ 

園と小学校とのつながり～違いを知り，つなぐ～    園では何をしているの？ 小学校は何をすればいいの？ 

 

 

☆１０の姿を知る 

 

☆スタートカリキュラムの効果的な実施 

 ・めざす児童の姿 

 ・カリキュラムの編成 

 ・発達と学びをつないだ教師と児童の 

関わり 

 ・環境づくり 

 ・保護者への説明 

 ・見直し，改善 

☆全教職員による共通理解 

 

 

☆１０の姿を園児の行動を見取る視点とし

て記録する（幼稚園幼児指導要録等） 

 ・小学校との意見交換時の共通言語 

 

☆教育要領等に基づくカリキュラムの実施 

 ・保育計画の作成 

 ・健康，人間関係，環境，言葉，表現 

  （５領域）の要素の総合的な育成 

 ・日常生活習慣の指導 

 ・保護者とのコミュニケーション 

☆全教職員による園児の行動の理解，等 
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小学校教育 

スタートカリキュラムのＰＤＣＡのサイクル 

 

編成していない 
 

編成しているが， 

活用していない  
 

活用しているが， 

児童の実態に合っていない 
 

 

の見直し に従い を確認し 

を確認し に従い 

を確実に実施 

の見直し 



 

 山梨県教育委員会義務教育課 

スタートカリキュラムとは，小学校に入学した子供が，幼稚園・保育所・認定こども

園等（以下，園とする。）において育まれた学びや育ちを基礎として，主体的に自己を

発揮し，新しい学校生活を創り出していくための１年生当初のカリキュラムのことで

す。２０２０年度に全面実施される小学校学習指導要領には，学校の教育課程において

のスタートカリキュラムの推進が明示されています。 

山梨県内においても，幼児教育と小学校教育をつなぐために，多くの学校がスタート

カリキュラムを編成し，実施しています。しかし， 

・編成していない。 

・編成しているが，活用していない。  

・活用しているが，児童の実態に合っていない。 

といった課題が寄せられています。 

このリーフレットは，まだスタートカリキュラムを編成していない小学校にとって，

編成の参考となるよう，また，すでに編成している小学校にとっては，より効果的な活

用を図るための参考となるように作成しました。 

スタートカリキュラムの意義や考え方等について，全教職員で共通理解を図り，確実

に実施していきましょう。 

 

・単元配列表，合科的・関連的な指導について 
（発達や学びをつなぐスタートカリキュラム  
文部科学省）        QRコード 

 
 
 

第１学年 単元配列表（例）※② 

文部科学省・山梨県の教育施策情報の参考資料 

① 発達や学びをつなぐスタートカリキュラム 

② スタートカリキュラムスタートブック 

③ 小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 生活編 

④ やまなしの幼児教育（スタートカリキュラムについて）  

      

    ①        ②        ③        ④ 

 

下のＱＲコードから 
スマートフォン等で閲覧する 
ことができます。 
①～③(pdf)はダウンロードでき
ます。④は山梨県の教育施策情報
の提供サイトを閲覧できます。 

週案（例）※④ 

参考：合科的・関連的な指導とは ※③ 

 

週案作成のポイント 

 

○生活科を中心とした単元配列表を作成し，それを基に週案を作成しましょう。 

○幼児教育で育まれた発達と学びを，小学校教育へ円滑につなげていけるような取組を 

推進していきましょう。 

スタートカリキュラムの効果的な活用を！ 

２０１９年２月 

合科的な指導 関連的な指導 


